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至
三
沢

親
鼻
橋

国道1
40号

荒　川

至長瀞

皆野両神荒川線

親鼻駅

紅簾石片岩
親鼻団地

　

親
鼻
橋
を
渡
る
際
に
、
皆
野
側
の
橋

下
を
見
る
と
、
白
い
標
柱
が
立
っ
て
い

る
大
き
い
岩
が
見
え
ま
す（
写
真
１
）。

こ
の
大
き
い
岩
は
、
紅
簾
石
片
岩
と
い

い
ま
す
。
明
治
二
十
一
年（
一
八
八
八

年
）、
小こ
と
う
ぶ
ん
じ
ろ
う

藤
文
治
郎
と
い
う
地
質
学
者

が
世
界
で
初
め
て
報
告
し
た
世
界
的
に

も
珍
し
い
紅
簾
石
片
岩
の
露ろ
と
う頭（
地
層

や
岩
石
が
露
出
し
て
い
る
場
所
）で
す
。

紅
簾
石
片
岩
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？

　

紅
簾
石
片
岩
を
観
察
し
て
み
る
と
、

岩
の
上
が
平
で
、
ま
る
で
畳
を
重
ね
た

よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
な
ぜ
こ
の
よ
う

に
見
え
る
の
で
し
ょ
う
か
？
そ
れ
は
、

地
下
深
く（
地
下
約
二
十
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
）で
、
約
二
〇
〇
～
三
〇
〇
℃
と
い

う
温
度
と
高
い
圧
力
に
よ
り
、
石
が
変

化
し
、
薄
く
板
状
に
剥
が
れ
や
す
い
構

造
に
な
っ
た
た
め
で
す
。
こ
の
よ
う
な

構
造
を
も
つ
岩
石
を
結け
っ
し
ょ
う
へ
ん
が
ん

晶
片
岩
と
い
い

ま
す
。    

　

結
晶
片
岩
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
種
類

が
あ
り
、
例
え
ば
鉛
筆
の
芯
の
原
料
で

あ
る
石せ
き
ぼ
く墨（
黒
鉛
）を
多
く
含
む
石
墨
片

岩
、
緑り
ょ
く
で
い
せ
き

泥
石
を
多
く
含
む
緑
泥
石
片
岩

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
紅
簾
石
片
岩
は
、

紅
色
の
鉱
物
で
あ
る
紅
簾
石
を
多
く
含

ん
で
い
る
た
め
肉
眼
で
は
美
し
い
桃
色

を
呈
し
て
い
ま
す
。

岩
の
上
に
大
き
な
穴
が
…

　

親
鼻
橋
下
の
紅
簾
石
片
岩
の
露
頭
に

は
甌お
う
け
つ穴（
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル
）と
い
う
大
き

な
穴
が
二
つ
あ
り
ま
す
。
大
き
い
も
の

は
、
直
径
約
二
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
約
一
．

二
メ
ー
ト
ル
あ
り
ま
す（
写
真
２
）。
甌

穴
は
、
川
底
で
岩
の
凹
み
や
割
れ
目
に

入
り
込
ん
だ
小
石
が
水
流
に
よ
っ
て
回

転
し
た
こ
と
に
よ
り
、
周
囲
の
岩
が
削

ら
れ
た
穴
で
す
。
現
在
、
岩
は
水
面
よ

り
は
る
か
に
上
に
あ
り
ま
す
が
、
か
つ

て
は
川
底
だ
っ
た
の
で
す
。

　
以
上
の
よ
う
に
紅
簾
石
片
岩
の
露
頭

を
含
め
た
親
鼻
橋
付
近
か
ら
旧
高
砂
橋

に
か
け
て
は
、

①
結
晶
片
岩
の
露
頭
が
多
く
、
断
層
や

　

甌
穴
な
ど
の
地
質
学
的
現
象
が
数
多

　

く
観
察
で
き
る

②
結
晶
片
岩
が
荒
川
の
流
れ
に
よ
っ
て

　

侵
食
さ
れ
た
景
観
が
特
徴
的
で
あ
る

こ
の
こ
と
か
ら
、
国
指
定
名
勝
・
天
然

記
念
物「
長
瀞
」に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

�

教
育
委
員
会　

社
会
教
育
担
当

　
　
　
　

☎
62-

４
５
６
３

写真１

写真２

　国民年金保険料の納付には、口座振替がご利
用になれます。
　口座振替は、当月分保険料を当月末に振替納
付することにより（通常納付期限は翌月末）月々
５０円割引される早割制度や、現金納付よりも
割引額が多い６カ月前納・１年前納・２年前納
もあり大変お得です。

　口座振替をご希望のかたは、納付書または年
金手帳、通帳、金融機関届出印を持参のうえ、
ご希望の金融機関または年金事務所へお申
し出ください。

問合せ　秩父年金事務所　　　　　　☎27-6560
　　　　町民生活課　保険年金担当　☎62-1232

親
鼻
の
紅こ
う
れ
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ん
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桃
色
の
岩
～

No.2

み
な
の
歴
史
散
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